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酢
癒
激
動
閥
西
牧
敬
子
』

未
が
撮
影
し
た
写
真
が
己
っ
か
け
で

昨
年
、
朝
日
新
聞
出
版
か
ら
『
秘
蔵
写
真

が
語
る
戦
争
』
と
い
う
一
冊
の
本
が
発
行
さ

れ
た
。
そ
の
中
に
海
軍
軍
医
と
し
て
「
宗

谷
」
　
に
乗
り
込
ん
だ
私
の
主
人
（
※
西

牧
栄
さ
ん
）
の
撮
っ
た
一
枚
の
写
真
も

偶
然
載
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ

の
本
の
巻
末
の
年
表
は
、
図
ら
ず
も
、

私
の
青
春
時
代
を
戦
争
と
重
ね
合
わ
せ

て
振
り
返
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

○
　
　
　
　
　
○

青
空
泉
市
ヶ
谷
小
叢
に
入
学

昭
和
十
一
年
四
月
　
牛
込
区
（
今
の
新

読
者
屯
所
厳
寒
真

宿
区
〓
巾
ケ
谷
小
学
校
入
学
。
そ
の
二

ケ
月
前
に
二
・
二
六
事
件
が
起
き
て
い

た
。
我
が
家
は
陸
軍
の
戸
山
が
原
練
兵

場
に
近
く
、
電
車
通
り
に
は
戒
厳
令
が

敷
か
れ
、
も
の
も
の
し
い
雰
囲
気
の
中

ザ
ツ
ザ
ツ
と
い
う
軍
人
の
足
音
を
聞
い

た
記
憶
が
あ
る
。
　
　
と
き
わ
ま
つ

昭
和
十
四
年
　
渋
谷
区
常
磐
松
小
学

校
に
転
校
。
朝
礼
の
後
、
明
治
神
宮
ま

で
耐
寒
マ
ラ
ソ
ン
を
し
た
。

昭
和
十
五
年
　
紀
元
二
千
六
百
年
萎
鞘

昭
和
十
六
年
　
国
民
学
校
と
改
称
。

関
西
へ
の
修
学
旅
行
は
中
止
。
十
二
月

大
東
亜
戦
争
の
開
戦
。

昭
和
十
七
年
　
東
京
府
立
第
十
九
高

女
へ
入
学
。
当
時
、
隣
の
ク
ラ
ス
に
は
ゾ

ル
ゲ
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
尾
崎
秀
実
（
ほ

つ
み
）
さ
ん
の
娘
、
楊
子
さ
ん
が
い
た
。

山
本
五
十
六
の
訴
通
夜
の
自
宅
へ

昭
和
十
八
年
　
山
本
五
十
六
連
合
艦
隊

司
令
長
官
が
戦
死
さ
れ
、
女
学
校
か
ら
友

人
と
二
人
で
お
通
夜
の
自
宅
に
行
っ
た
。

勤
労
動
員
の
工
場
で
ハ
ン
ダ
付
け
を

勤
労
動
員
は
、
府
立
の
為
か
他
校
よ
り
早

く
始
ま
っ
た
。
川
崎
の
東
芝
柳
町
工
場
で
電

波
探
知
機
の
ハ
ン
ダ
付
け
を
、
徴
用
さ
れ
て

い
た
お
寿
司
屋
の
お
じ
さ
ん
か
ら
教
え
ら
れ

た
。
工
場
の
出
入
り
時
に
は
「
頭
、
み
ぎ
ー
」

と
号
令
を
掛
け
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
。

昭
和
十
九
年
一
家
で
茨
城
県
石
岡
に

疎
開
。
父
（
※
多
田
利
男
さ
ん
、
元
原
町
高

校
教
諭
、
原
高
校
歌
の
作
詞
者
）
は
大
日
本

滑
空
工
業
専
門
学
校
．
の
ド
イ
ツ
語
教
授

に
な
っ
た
。
私
は
茨
城
県
立
石
岡
高
女

に
転
校
し
た
。
　
　
　
（
裏
面
に
つ
づ
く
）

南
極
観
測
船
に
激
戦
の
過
去

▲不発魚雷を引き揚げる「宗谷」
（1943（昭和18）年1月眉牧栄さん撮影）
、、◆西牧敬子さんのご主人の西牧栄さん
は海軍軍医として特務艦だった「宗谷」
（2700トン。戦後、南極観測船として活躍）
に乗船していだが、昭和18年1月28日
早朝、ニューギニア東方のプカ島付近で
米潜水艦の魚雷攻撃を受けた。魚雷は奇
跡的に不発で、その回収風景を栄さんは
自分のカメラで撮影していた。
◆それから60年後の2004年夏、敬
子さんの孫で当時高校生だった八木沼瑞
紀みずきさん（現在・慶応大医学部1年生）
は、敬子さんが福島県石川町の実家で見
つけた古いネガフィルムに興味を持っ
た。それは栄さんが戦地で撮った116
コマで、撮影地と日付が克明に記されて
いた。プリントしてみると特にこの1校
が目につき、朝日新聞の連載「写真が語
る戦争」に応募し大きく掲載された。

ト
こ
の
「
宗
芦
の
写
真
は
『
朝

日
新
聞
の
秘
蔵
写
真
が
括
る
戦

争
』
（
朝
日
新
聞
出
版
・
千
八
百

円
）
に
喝
歴
史
の
許
等
一
更
な

る
貴
重
な
写
真
が
満
載
で
す
。



（
表
の
ペ
ー
ジ
よ
り
）
　
】

“
い
ざ
来
い
〓
ミ
サ
ワ
、
マ
羞
ア
サ
」

す
ぐ
に
日
立
市
の
日
立
工
場
に
勤
労
動

員
さ
れ
、
鬼
平
（
う
さ
ぎ
だ
い
ら
）
女
子
寮

に
入
寮
し
た
ぺ
毎
日
音
波
探
知
機
を
作
っ

た
…
鉢
巻
き
を
巻
い
て
「
い
ざ
来
い
ニ
ミ

ッ
ツ
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
　
出
て
く
り
や
地

獄
に
逆
落
と
し
」
と
歌
い
な
が
ら
‥
・

あ
る
日
、
宮
様
が
視
察
に
見
え
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
休
日
で
あ
っ
た
の
で
臨
時
出
勤
し
、

翌
日
が
休
み
に
な
っ
た
の
だ
が
、
ま
さ
に
そ

の
日
、
工
場
に
一
ト
ン
爆
弾
が
落
ち
た
。
私

た
ち
は
寮
に
い
て
命
拾
い
を
し
た
。

昭
和
二
十
年
　
戦
争
が
激
し
く
な
り
父
の

実
家
の
小
池
（
※
南
相
馬
市
鹿
島
区
小
池
）
に
再

疎
開
し
た
が
、
す
ぐ
に
終
戦
と
な
り
、
私
は

石
岡
高
女
に
戻
っ
た
。
じ
ゆ
ん

「
人
間
天
皇
」
　
の
巡

（
東
京
事
籍
『
図
説
日
本
史
』

吉幸
）

㊥巡幸する昭和天皇　天皇は1946（昭和21）庄1月1乱「人間宣言」

を発してみずからの神格を否定した。翌月から，天皇は神奈川県を

皮切りに全国をまわり，「人間的・平和的な天皇」を国民にアピール

した。

天
皇
の
地
方
巡
幸
で
接
待
役
に

昭
和
二
十
一
年
　
私
は
高
女
の
五
年
生

に
進
ん
だ
。
こ
の
秋
、
天
皇
陛
下
が
地
方

巡
幸
で
石
岡
高
女
に
視
察
に
来
ら
れ
た
。

私
は
接
待
役
の
一
人
に
選
ば
れ
、
当
日

は
頭
の
先
か
ら
足
の
爪
ま
で
清
潔
に
す
る

よ
う
言
わ
れ
て
、
私
は
宮
内
省
の
方
の
担

当
に
な
っ
た
。
食
事
の
後
、
陛
下
の
残
さ

れ
た
野
菜
を
見
た
が

れ残
たさ
よれ
う、
だ真
つん
た中
0だ

私
達
の
展
示
作
品
に　げ、
は　　ちセ
天　　よロ
覧　つり
の　　との
印　食後
が　べ先

さ
れ
、
お
帰
り
の
お
土
産
に
と
、
割
烹
室押　　らが

で
栗
を
何
回
も
何
回
も
磨
い
た
。

昭
和
二
十
二
年
三
月
　
旧
制
五
年
で
卒

業
し
た
。
○
　
　
　
　
　
○

両
親
に
守
ら
れ
て
今
の
私
が
あ
る

全
く
激
動
の
青
春
時
代
で
、
ま
と
も
な

授
業
は
戦
後
の
一
年
間
だ
け
だ
っ
た
。
直

接
空
襲
に
合
う
恐
ろ
し
い
体
験
は
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
東
京
で
の
食
料
難
は
厳
し
く
、

お
鍋
を
持
っ
て
雑
炊
の
行
列
に
え並
てん
く　だ
れり

し
た
。
母
は
衣
類
を
食
料
に
変
え
て
く
れ

た
。
本
当
に
両
親
に
守
ら
れ
て
こ
そ
、
今

の
自
分
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

平
和
の
有
難
さ
を
し
み
じ
み
と

男
の
孫
が
大
学
生
に
な
っ
た
今
、
戦
争

中
の
出
陣
学
徒
の
壮
行
会
の
ニ
ュ
ー
ス
を

思
い
起
こ
す
と
、
平
和
の
有
難
さ
と
い
う

も
の
を
し
み
じ
み
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
（
「
は
ら
ま
ち
九
条
の
会
」
会
員
）

○文中の（※）の部分は、編集者が付記いたしました。

「別がとうご割増

憲
法
小
冊
子
を

新
成
人
に
配
布

は
ら
ま
ち
九
条
の
会

商
相
馬
市
の
は
ら
ま
ち

九
条
の
会
は
十
日
、
「
憲

法
」
小
冊
子
を
原
町
、
小

高
両
区
の
新
成
人
に
配
布

し
た
。小
冊
子
は
三
十
九
年
前

に
旧
原
町
市
が
全
戸
配
布

し
た
も
の
を
同
会
が
復
刻

し
た
。
憲
法
の
内
容
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
三
年

瀧
か
ら
新
成
人
に
贈
っ
て

い
る
。
原
町
区
で
は
成
人

式
会
場
の
市
民
文
化
会
館

前
で
、
入
場
す
る
新
成
人

に
手
渡
し
た
。

「
憲
法
」
小
冊
子
を
配
布

す
る
会
員

若者に、ノ生活に生きている「憲法」、一塙忘＿
「9莱」の意義を理解していただくため、
1月10日成人式会場の“ゆめはっと”前
で、新成人に『憲法』小冊子を配布しました。
今年で3年目の贈呈になりますが、今年は
新成人360名に配布。事務局員と会員の平
野、木ノ下、菅野さんの9人で、「おめでと
うございます」と声をかけながら、晴れ着姿
の一人ひとりに手渡ししました。
ここ3年快晴に恵まれていますが、“ゆ
めはっど’入口は日陰で、北風も容赦なく
吹きつけ、寒くて辛くて大変です。でも新
成人の明るい笑顔や「ありがとうございま
す」の一言で寒さも吹き飛んでしまいまし
た。

1月1亭日付『福島民報』相双版ト


